
長崎県国際理解教育研究会

長崎県における国際理解教育の研究と振興　　在外教育施設に関する情報収集　　派遣教員に対する情報提供及び支援

トップページ 会長挨拶 本組織の概要 事業計画 研究 お問い合わせ

過去の研究会 現地報告

トップ › 研究

研究

【研究主題】

　　　　「世界に羽ばたき共生できる心豊かな子どもの育成」

 
平成２8 年度　長崎県国際理解教育研究大会 　７月2２日（金）

　　在外教育施設での教育実践

　　国際理解教育講演会

 

 

 

ニュージャージー日本人学校における実践と課題

西海市立白似田学校　嵩　和久

　九州ブロック研究大会のプレ発表としての実践報告でした。

教頭として，編入学検討保護者への対応，スクールバスの安全

運行管理，教職員の安全対策についての報告がなされました。

児童生徒数が減少する中，教頭としての一番の職務は，余裕の

ある学校経営のために児童生徒数を増やすこと…。そのために

は派遣教員が全力で児童生徒の教育に当たり，教育の質を上げ

ていくことが大切であるという話がありました。

高雄日本人学校における実践と課題

長崎大学教育学部附属小学校　中村　俊一　先生

　高雄日本人学校へ赴任された中村先生の教育実践報告でした

。現地校との交流会や現地理解教育の取組，校舎改築による移

転，現地校との共有校舎での教育など，写真を交えながら報告

していただきました。特に，地域素材の開発や運動能力の向上

を目指した取組など特色ある実践は非常に興味深いものでした

。貴重な体験をふり返り，”感謝”の言葉でまとめられていまし

た。

「中華人民共和国の教育事情」

長崎市立高城台小学校　

校長　河田　重吉　先生

　６月１２日から１９日まで，中国政府日本教職員招聘プログラム

として訪れられた中国の教育事情について講演をしていただきまし

た。行政レベル，学校レベルにおいて，日本との教育事情の違いを

お聞きすることができました。特に，中国では学校の特色化を進め

ており，小学校では学校独自の９８の科目を設置し，自分の能力に

よる選択が行われているという興味深い話を聞くことができました

。施設設備の充実が中国の経済成長をよく表していることもうかが

えました。
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